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　7月5日、JICAの青年海外協力隊の一員として2年間、
ミクロネシアへ派遣される田中大樹さん（右）とヨルダンへ
派遣される石川尊央さん（左）が、市役所を訪れました。
　田中さんは環境教育、石川さんは体育教育の支援などに
現地で取り組みます。
　石井市長から激励を受けた2人は「運動の楽しさや喜び
を感じてもらえるよう頑張ってきます」「事故無くけが無く
無事に帰ってきたいです」と元気な笑顔で帰国後の再会を
約束していました。

　6月29日、行田グリーンアリーナで第29回行田市綱引
き大会が開催され、市内の小学生54チーム557人が出場
しました。
　低学年・中学年・高学年の部に分かれ、審判の「始め」の
合図で一斉に綱を引き合う選手たち。会場に集まった人
たちの大きな声援を受けながら、チーム一丸となり熱戦を
繰り広げました。

　7月7日、産業文化会館ホールで第22回ときめきレインボー
フェスティバルが開催されました。
　行田市文化団体連合会に加盟する12団体が音楽や舞踊な
ど日頃の練習の成果を披露しました。また、今回は市制施行
70周年事業特別プログラムとして、昨年、関東大会に出場す
るなど目覚ましい活躍をしている県立進修館高等学校ダンス
部が登場。躍動するダンスパフォーマンスに会場からは割れ
んばかりの拍手が送られました。

　6月21日、産業文化会館ホールで「市制施行70周年記念
事業～ソニックプライマリーコンサートin行田」が開催され
ました。
　日本フィルハーモニー交響楽団の団員らは、トランペット
やトロンボーンなどそれぞれの金管楽器を紹介した後、「吟
遊詩人のソナタ」や「ディズニーメドレー」などバラエティー
に富んだ曲を演奏。プロが奏でる金管五重奏の重厚なハー
モニーに観客は酔いしれていました。

　7月6日、「みらい」文化ホールで行田市体育協会創立70周年
記念式典・特別講演会が行われました。
　記念式典では、市内のスポーツ振興に貢献した体育功労者に
石井市長から表彰状並びに感謝状が贈られました。また、特別
講演会では大相撲元小結の舞の海秀平さんが登壇。「小よく大を
制す」と題し、小柄でありながら活躍した9年間の相撲人生をユー
モア交えて講演し、観客を惹きつけていました。

　7月13日、古代蓮会館で（公財）行田市産業・文化・スポー
ツいきいき財団による天空ヨガが行われました。
　これは、地上50メートルの開放感あふれる同館展望室で
ヨガを体験してもらおうと実施されたもの。15人の参加者
はリラックスした雰囲気の中、インストラクターの根岸智子
さんの指導のもと、蓮の花が咲く様子をいろいろなポーズ
で表現するなど、エクササイズを楽しんでいました。

　7月7日、古代蓮の里で第22回行田蓮まつりが開催され
ました。
　会場ではコーラスや太鼓の演奏などさまざまなアトラク
ションが行われた他、来園者にはおなじみの蓮粥や蓮餅
などが振る舞われました。訪れた人たちは、蓮の香りを楽
しみながら、すがすがしい夏の朝を満喫していました。

　7月15日、「みらい」文化ホールで「行田市市制70周年
記念事業　古墳群のある町行田の歴史フォーラム」が開
催されました。
　「なぜ行田に古墳群があるのか」、「古墳のまちの町おこ
し」をテーマに山田琴子さん（県立さきたま史跡の博物館
学芸員）、まりこふんさん（古墳にコーフン協会会長）、長緒
鬼
き
無
な
里
さ
さん（作家、イラストレーター）、関義則さん（元同館

館長）らにより、古墳と発掘にまつわる裏話や町おこしの
経験談が語られました。来場者は古代から今日に至る郷
土の歴史に思いを馳

は
せ、地元にある古墳群の魅力を再認

識していました。
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